様式第1号(第2条関係)

公文書開示請求書
年　　月　　日
　　(宛先)　(実施機関名)

	　
	氏名
　法人その他の団体にあっては、その名称及び代表者の氏名
	　

	
	住所又は居所
　法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地
	(郵便番号　　　　　)

電話番号(　　)　　―

	
	連絡先
　法人その他の団体にあっては、担当者の氏名及び連絡先
	電話番号(　　)　　―


　南砺市情報公開条例第5条第1項の規定により、次のとおり公文書の開示を請求します。
	請求する公文書の内容
　公文書の件名又は知りたいと思う事項を具体的に記入してください。
	　

	開示請求者の区分
　(　)内に該当する事項を記入してください。
	□　市に住所を有する者
□　市に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体
　事務所等の名称及び所在地
　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□　市に存する事務所又は事業所に勤務する者
　勤務先の名称及び所在地
　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□　市に存する学校に在学する者
　学校の名称及び所在地
　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□　市税を納める義務のある者

	　
	□　実施機関が保有している公文書の開示を必要とする理由を明示して請求する個人及び法人その他の団体
　公文書の開示を必要とする理由
※備考に記載のある理由以外の理由で請求することはできません。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	開示の実施の方法
	1　文書又は図画の場合
　□閲覧　□写しの交付〔□窓口　□送付〕
2　電磁的記録の場合
　□用紙に出力したものの閲覧
　□用紙に出力したものの交付〔□窓口　□送付〕
　□専用機器による閲覧、聴取又は視聴
　□写しの交付〔□窓口　□送付〕

	※　対象公文書
	公文書件名
	(　　年度)

	
	事務担当課(室)
	　
	電話
	　


　備考
　　1　該当する□の中にレ印を付し、又は各欄に必要な事項を記入してください。
　　2　「連絡先」の欄は、開示の請求をするものの「住所又は居所」の欄に記載した事項と一致する場合は、記入する必要はありません。
　　3　「市税を納める義務のある者」として請求する場合は、納税通知書の写し又はその他納税義務者であることを証明する書類を添付してください。
　　4　「公文書の開示を必要とする理由」は、次のことを内容とするものに限ります。
（１）実施機関が行う処分又は事業により自己の権利又は利益に直接影響を受け、又は受けるおそれがあること。
（２）報道を目的としていること（放送機関、新聞社、通信社その他の報道機関（報道を業として行う個人を含む。）が請求する場合に限る。）。
（３）学術研究を目的としていること（大学その他の学術研究を目的とする機関若しくは団体又はそれらに属する者が請求する場合に限る。）。
　　5　写しの交付の方法により開示を受ける場合は、南砺市情報公開条例施行規則別表第1に定める当該写しの作成の費用を負担していただきます。
　　6　電磁的記録については、技術的な事情により、希望した方法による開示を実施できないことがあります。
　　7　※印の欄は、記入する必要がありません。
